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1. 会社概要



会社概要

3

Webシステム
構築基盤の提供

NTTデータ

イントラマート

イントラマート
上海

NTTデータイン
トラマートCSI

所在地 : 東京都港区赤坂四丁目15番1号

事業内容: パッケージソフトウェア「intra-mart」の

販売及び付帯するシステム開発、保守等

代表者 : 代表取締役社長 中山 義人

設立 : 2000年 2月22日

資本金 : 7億3,875万円

上場年月: 2007年 6月 7日

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・イントラマート

所在地 : 東京都港区赤坂7丁目1番16号

事業内容: 特約店パートナー向け下記サービスの提供

・導入支援サービス

・Web技術者支援

・導入教育

・SaaS導入、構築、運用支援

代表者 : 代表取締役社長 和田 誠

設立 : 2008年 4月25日

資本金 : 1,000万円

出資構成: 株式会社NTTﾃﾞｰﾀ ｲﾝﾄﾗﾏｰﾄ 100%

株式会社ＮＴＴデータ・イントラマートＣＳＩ
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2. 決算概要
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決算ハイライト【前年比】

売上高：5,322百万円（前年比：112百万円増）

パッケージ事業売上高は、前年比：270百万円増

サービス事業売上高は、前年比：157百万円減

営業利益：626百万円（前年比：29百万円増）

経常利益：622百万円（前年比：118百万円増）

当期純利益：429百万円（前年比：78百万円増）

パッケージ事業が伸長し増収増益
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決算ハイライト【計画比】

売上高：5,322百万円（計画比：177百万円減）

パッケージ事業売上高は、計画比：34百万円増

サービス事業売上高は、計画比：212百万円減

営業利益：626百万円（計画比：26百万円増）

経常利益：622百万円（計画比：22百万円増）

当期純利益：429百万円（計画比：19百万円増）

営業利益 計画比4.5%超

※計画比については、平成29年4月27日に発表した通期連結業績予想値との比較を記載しております
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業績概況

区分
平成29年3月期

通期決算
【連結】

平成30年3月期
通期決算
【連結】

対前期
増減

平成29年
4月27日発表
業績予想

売上高 5,209 5,322
＋112

(＋2.2%)
5,500

営業利益 597 626
＋29

(＋5.0%)
600

経常利益 504 622
＋118

(＋23.4%)
600

親会社株主に帰属する
当期純利益 350 429

＋78
(＋22.4%)

410

【単位：百万円】
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経年の通期売上高・営業利益の推移

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期 平成29年3月期 平成30年3月期

売上高 4,302 4,430 5,173 5,209 5,322

営業利益 202 225 403 597 626

4,302 4,430

5,173 5,209 5,322
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【単位：百万円】
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営業利益率の推移

パッケージ事業の伸長により営業利益好調に推移

0%

5%

10%

15%

営業利益率の推移

平成29年3月期 平成30年3月期

売上高
営業利益率 11.5% 11.8%

• 【売上総利益】

•パッケージ事業の売上伸長に伴い

利益が拡大

• 【販管費】

•新製品・ソリューション強化の実

施により研究開発費が増加

•人材育成・要員数増加により販売

費が増加

営業利益に対する影響要因
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事業セグメント別業績概況

区分 パッケージ事業 サービス事業

売上高 3,304 2,017

営業費用 2,155 1,993

営業利益 1,149 24

営業利益率 34.8% 1.2%

【単位：百万円】
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財務の状況

金額 構成比(％) 備考

流動資産 4,429 78.9
現金及び預金        3,293

売掛金　                 874

固定資産 1,181 21.1 無形固定資産　        756

資産合計 5,611 100.0

流動負債 1,629 29.0
買掛金　　          　 271

前受金　　              844

負債合計 2,018 36.0

純資産合計 3,592 64.0

負債純資産合計 5,611 100.0

項目
平成30年3月期　期末(連結)

【単位：百万円】
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3. 各事業セグメントの状況
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パッケージ事業

• 業務プロセス改善、デジタル領域へシフトした基
盤製品の上位モデル販売を中心に伸長

• 業務プロセス(BPM)とRPAの組み合わせによる大
型案件が増加

パッケージ販売：ライセンス販売が堅調に推移

• 新規導入が堅調に推移し前年比で17％増加

• 豊富な機能が手軽に使えることが高評価

クラウドサービス：事業拡大に向け取組み強化
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パッケージ事業

保守・ストックライセンス、基盤製品上位モデルが伸長

2,196
2,389

2,944 3,034
3,304

0

1,000

2,000

3,000

4,000

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期 平成29年3月期 平成30年3月期

売

上

高

パッケージ事業売上の推移【連結】

8.8%増

【単位：百万円】

8.9%増

23.2%増

3.0%増
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パッケージ事業 - 保守・ストックライセンス

堅調な推移により前年比11.5%増
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15.2%増
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パッケージ事業 - ライセンス

基盤製品の上位モデルを中心に大きく伸長
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パッケージ事業

主力製品であるシステム共
通基盤「intra-mart」の導
入実績が2018年3月末時点
で6,000社を突破

お客様のビジネスを支える
IT基盤としてプレゼンスを
確立し、200社以上のパー
トナーと連携しながらさら
なるシェア拡大に努めてい
く
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パッケージ事業 - ライセンス(BPM関連製品)

BPM関連製品(ENT版,IM-BPM)の割合が増加
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IM-BPM
リリース



パッケージ事業

• 業務プロセスの「Digital Transformation」を実現

• BPM関連製品の売上高が前年比24%増

• 特にRPAと組み合わせたソリューションのニーズが高い

• 「働き方改革」を背景とした業務効率化ニーズにより、

BPMマーケットは今後も広がる
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パッケージ事業

“つなぐ”をコンセプトに、

既存システムを生かした業

務のデジタル化を実施。会

員向けサービスの品質向上

・お客様満足度向上を短期

間で実現

業務プロセス全体の基盤統

合と自動化により、月次運

用の業務を8時間から30分

へ短縮させることに成功
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エンドユーザ・パートナ

ー企業向けの個別研修＋

個別認定試験の実施によ

り、intra-mart認定資格

の取得者数が倍増

intra-mart製品の導入に

必要な技術力とノウハウ

を有する技術者の増加に

より、お客様への高品質

なサービス提供の促進が

見込まれる

0

200
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800

1,000

FY2013以前 Fy2014 FY2015 FY2016 FY2017

取
得
者
数

intra-mart認定資格の取得者数

IMP：intra-mart認定プロフェッショナル

IMS：intra-mart認定スペシャリスト

全体技術者数（累計）

累計870名！

パッケージ事業
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サービス事業

• コンサルティングや技術研修等が伸長したものの、SIの売上縮
小により減収減益

• ソリューション強化の実施に伴う研究開発費の増加により営業
利益率は低減

売上高：対前年比7.2%減

• 【CSI】大型SI案件の受注に成功

• グループ一体となったサービス体制の強化を実現

連結子会社の状況
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サービス事業

SI縮小によりサービス事業は売上減
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サービス事業売上の推移【連結】
【単位：百万円】

3.1%減 7.2%減9.2%増 2.4%減
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サービス事業

直販の売上高が前年比63%増

99 320 520
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直販売上の推移【単体】 【単位：百万円】
戦略案件に注力したこ

とにより、サービス事

業全体では売上減少

業務ノウハウ取得を目

的とし直販を強化

システム構築の成果を

ソリューション化し、

パートナーと展開
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業務プロセスのデジタル化で生産性を高め、
様々な業界における業務ノウハウを組み込んだソリューションを展開

サービス事業



サービス事業
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受付～見積～作業～完了
までのプロセスを一元管
理することで、生産性を
高めメンテナンス収益を
大幅に向上させる

蓄積された現場情報を元
に分析・予測すること
で、より迅速に的確な判
断が可能となり新たな価
値創出につながる



サービス事業
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バイヤーとサプライヤーとの情報連携を見える化し、シームレスな購買プ
ロセスと企業価値を高める
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特定業務分野におけるBPM市場拡大

業務特化型業務ソリューションのラインナップ強化

損害保険・共済業務に
関する豊富な知見

製造業向け修理保守サービス
の業務領域に強み

ティアックオンキヨー
ソリューションズ社B-Prost社

サービス事業
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サービス事業



2018年5月8日 ©Copyright NTT DATA INTRAMART CORPORATION  2018 30

4. 成長戦略
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4つの成長戦略

中堅マーケットへの展開

ソリューション事業の拡大

デジタル技術への積極的な取り組み

海外市場への展開

成長戦略



成長戦略
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大企業

中堅企業

現在のBPM製品の

マーケット

働き方改革の普及

により、今後業務

プロセスの効率化

投資が見込まれる

マーケット

• 手ごろな価格

• 柔軟性のある豊富な機能

• 手軽な運用管理

• スピーディな移行が可能

中堅マーケットへの展開
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FY2013 FY2014 FY2015 FY2016 FY2017 FY2018計画FY2019計画FY2020計画

Accel-Mart売上高の推移

継続的な収益

サービス拡充や
提案体制強化により

新規顧客を創出
▼

翌年以降の収益基盤に

成長戦略 中堅マーケットへの展開



マーケット展開
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マーケット
業務プロセス領域、業界ごとにソリューションが異なる

セールスパートナー 120社
開発パートナー 100社

イントラマート社

・ノウハウを持つSEを有する会社

・特定領域のソリューションを持つ会社

ノウハウの習得・蓄積
（SEの囲い込み）

資本提携先と
新ソリューションの

共同開発を実施

成長戦略

協立システム開発社

炭平コンピューターシステム社

サザンクロスシステムズ社

当期以降も
継続した投資を

実施予定

ソリューション事業の拡大
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成長戦略 デジタル技術への積極的な取り組み

“Digital Transformation Platform” へ進化

IM-IoT IM-RPA IM-AI

様々な業務デバイスから
取得したビッグデータを
業務プロセスとつなぐ

個人のルーティン業務を
自動化する「RPA」と「
BPM/ワークフロー」を

シームレスに接続

簡単かつノンコーディ
ングでAIを組み込んだ
業務アプリケーション

の開発を可能に
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成長戦略

IM-BPM Platform

Insurance 

Suites

Internal 

Workflow

EBS Front 

for Public 

Sector

Industrial Extension

Go to Market

海外市場への展開
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平成30年度 業績予想

区分
平成31年3月期

通期予想
平成30年3月期

実績
対業績予想

増減率

売上高 6,000 5,322 ＋12.7%

パッケージ事業 3,650 3,304 ＋10.5%

サービス事業 2,350 2,017 ＋16.5%

営業利益
(営業利益率)

660
(11.0%)

626
(11.8%)

＋5.3%

経常利益 660 622 ＋6.0%

親会社株主に帰属する
当期純利益

460 429 ＋7.2%

1株当たり当期純利益 ￥92.84 ￥86.62 ー%

1株当たり年間配当金 ￥22.00 ￥17.00 ー%

連結配当性向 23.7％ 19.6％ ー%

【単位：百万円】
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<ご注意>

・本資料に含まれる将来の予想に関する記載は、現時点における情報に基づき
判断したものであり、今後、日本経済や情報サービス業界の動向、新たなサービスや
技術の進展により変動することがあり得ます。
従って、当社として、その確実性を保証するものではありません。

・本資料に掲載されているサービスおよび商品などは、株式会社NTTデータイントラマート
あるいは各社の登録商標または商標です。

お問い合わせ先
株式会社NTTデータ イントラマート
管理本部 鈴木／島田

TEL     ：03-5549-2823
FAX     ：03-5549-2816
E-mail ：ir@intra-mart.jp
WEB ：https://www.intra-mart.jp

株式会社NTTデータ イントラマート


